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地域活動・ボランティア・イベント情報等、事業の紹
介・案内を掲示しています。

御意見・御要望等ありましたら、高原町社会福祉協議
会までお問い合わせください。
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令和４年７月４日（月）に高原町民生委員児童委員協議会は、福島県いわき市

地域防災交流センターで東日本大震災視察研修を行いました。今では何事もな

かったかのように静かできれいな海であり、その景色が心に響きました。大変な

苦労の日々だったと思います。復興事業では、将来５０年後を見据え、行政と掛

け合い協働しながら携わっていました。高原町民生委員児童委員として、子ども

から高齢者、障がい者まで地域住民が安心して暮らせるように、地域住民からの

相談を「つなぐ」役割として今後も活動していきたいと思います！！

公式ホームページ並びにFacebookを開設しています。

　令和４年７月４日（月）に高原町民生委員児童委員協議会は、福島県いわき市地

域防災交流センターで東日本大震災視察研修を行いました。今では何事もなかっ

たかのように静かできれいな海であり、その景色が心に響きました。大変な苦労

の日々だったと思います。現在いわき市の復興事業において、50年後を見据え、

市民と行政が一体となった協働に取り組んでいます。今後、高原町民生委員児童

委員も、子どもから高齢者、障がい者まで地域住民が安心して暮らせるように、町

民の声を関係機関に「つなぐ」役割として活動していきます。

発  行　社会福祉法人　高原町社会福祉協議会
〒889-4412   高原町大字西麓360番地1
TEL ４２-２２３０　 FAX ４２-４９７４

E-mail　takaharu_shakyo@takaharu-shakyo.jp
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　社会福祉協議会は、「地域福祉の推進を図ること」を目的と

して、誰もが皆、住み慣れた地域で安心して暮らすことのでき

る地域福祉の実現に向け、住民主体の地域活動を支援してまい

ります。

　地域福祉の推進を図るため、行政、地域住民、関係機関（社

会福祉法人等）、関係団体（区長会、民児協、各種福祉団体等）

と連携を図り協働して地域づくりを進めていきます。

　①民生委員・児童委員との連携

　②高齢者見守り「愛の連絡員」活動

　③訪問援助活動

　　・災害被災者家庭見舞い

　　・歳末たすけあい訪問

　　　（要援護者・施設入居者等）

　④生活支援体制整備事業【町受託事業】

　　・地域の高齢者支援ニーズの把握

　　・地域関係者間の情報共有

　　・生活支援の担い手の養成、サービス

　　　の開発(軽度生活援助事業)

　⑤高齢者の生きがいと健康づくり　

　 【町受託事業】

　　・茶飲み場事業の支援

　　・お話し相手事業の支援

　⑥福祉意識の高揚

　　・総合福祉大会の開催

　　・戦没者合同慰霊祭の開催

　　・社協だよりの発行

　①町民生活相談所〜第１・第３水曜日

　②無料法律相談所〜偶数月第３火曜日

令和4年度事業計画
～基本方針～

主な事業実施計画

～地域福祉活動推進に係る事業～

◎地域福祉活動の推進

◎相談事業の実施
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①ボランティアセンター活動の推進

・相談、啓発普及、情報提供

②福祉教育の推進

・児童等への福祉体験活動の実施

③災害ボランティアに関する活動の推進

・災害ボランティアに関する研修会の実施

・災害ボランティアセンターサポーターの養成

・災害等被災地への支援活動

②福祉団体等の育成支援の推進

・民生委員児童委員協議会

・老人クラブ連合会

・身体障害者福祉協会

・遺族協助会

・赤十字奉仕団

・ボランティア連絡協議会

①資金貸付事業

・助け合い資金貸付事業

・生活福祉資金貸付業務【県社協受託事業】

②日常生活自立支援事業【県社協受託業務】

判断能力が不十分な方のうち契約能力のある方

・福祉サービスの利用援助

・日常的金銭管理サービス

①公立３保育所（狭野・広原・後川内）

の指定管理運営【町受託事業】

②放課後児童等居場所対策事業開始

◎ボランティア活動の推進

◎関係機関・団体等との

ネットワーク形成

◎日常生活支援活動の推進

◎子育て支援活動の推進

➀関係機関とのネットワーク形成

・町内社会福祉法人等との連携

・地域見守りネットワーク事業の推進

・西諸災害時障がい者支援ネットワークとの連携

　①ボランティアセンター活動の推進

　　・相談、啓発普及、情報提供

　②福祉教育の推進

　　・児童等への福祉体験活動の実施

　③災害ボランティアに関する活動の推進

　　・災害ボランティアに関する研修会の実施

　　・災害ボランティアセンターサポーターの養成

　　・災害等被災地への支援活動

　①関係機関とのネットワーク形成

　　・町内社会福祉法人等との連携

　　・地域見守りネットワーク事業の推進

　　・西諸災害時障がい者支援ネットワークとの連携

　①資金貸付事業

　　・助け合い資金貸付事業

　　・生活福祉資金貸付業務【県社協受託事業】

　②日常生活自立支援事業【県社協受託業務】

　　判断能力が不十分な方のうち契約能力のある方

　　・福祉サービスの利用援助

　　・日常的金銭管理サービス

　　・書類預かりサービス

　②福祉団体等の育成支援の推進

　　・民生委員児童委員協議会

　　・老人クラブ連合会

　　・身体障害者福祉協会

　　・遺族協助会

　　・赤十字奉仕団

　　・ボランティア連絡協議会

　①公立３保育所（狭野・広原・後川内）

　　の指定管理運営【町受託事業】

　②放課後児童等居場所対策事業

　　　　　　　　（広原・後川内保育所）

◎ボランティア活動の推進

◎日常生活支援活動の推進

◎子育て支援活動の推進

◎関係機関・団体等との
　ネットワーク形成
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　①相談支援及びケアプランの作成

　①訪問介護事業

　②介護予防・日常生活支援総合事業

　③障害福祉サービス事業

　④生活支援事業

　①計画相談支援

　②サービス利用支援

　③継続サービス利用支援

　①職員の人事管理・労務管理の充実

　②人材育成・研修の充実

　③コンプライアンス体制の確立

　①理事会・評議員会の運営

　①広報活動の充実

　①各種実習の受け入れと協力

　①苦情解決委員会の設置

　①適正な財務管理

　①赤い羽根共同募金運動

　②歳末たすけあい募金運動

　①普通会員の増員

　②特別会員の増員

◎指定管理業務の受託

◎福祉人材養成支援

◎苦情解決への取り組み

◎情報発信

◎会務の運営

◎財務管理と運営

◎特定相談支援事業の推進

◎居宅介護支援事業の推進

◎ホームヘルプサービス事業の推進

◎赤い羽根共同募金
　運動の展開

◎組織基盤の整理

◎日本赤十字社会費
　増強運動の展開

～在宅福祉サービスの推進～

〜法人経営体制の整備〜

～障がい者相談支援の推進～

　①指定管理施設の適正な管理運営

募金 募金

44



　 高原町立狭野保育所
園児数   ２７名

職員数 　  ９名

園児数   ３０名

職員数   １１名

園児数   １３名

職員数 　  ７名

　「七夕飾り」を作って贈る活動を行っています。

　子どものころ作っていた！？とはいえ、みなさん頭をひねりながら悪戦苦闘！！

　子どもたちの笑顔を思い浮かべながら一つ一つ丁寧に作っておられました。

保育所事業報告    　
　高原町より公立保育所運営の指定管理を受けており、本年度で１１年目に突入しました。

　季節の行事を通して、子どもたちがのびのびと元気いっぱいに過ごしております。

７月は各保育所にて七夕まつりを行いました。みんなの願いが叶いますように…！

写真

※園児数・職員数…８月１日時点

　　赤十字奉仕団活動報告
　高原町赤十字奉仕団では、毎年この時期に、町内の幼稚園・保育園に

高原町立広原保育所

写真

写真

　高原町立後川内保育所

高原町より公立保育所運営の指定管理を受けており、本年度で11年目に突入しました。

季節の行事を通して、子どもたちがのびのびと元気いっぱいに過ごしております。

７月は各保育所にて七夕まつりを行いました。みんなの願いが叶いますように…！

　高原町赤十字奉仕団では、毎年この時期に、町内の幼稚園・保育園に「七夕飾り」を作って贈る

　活動を行っています。

　子どものころ作っていた！？とはいえ、みなさん頭をひねりながら悪戦苦闘！！

　子どもたちの笑顔を思い浮かべながら一つ一つ丁寧に作っておられました。

高原町立広原保育所
園児数　   ３０名

職員数　   １１名

高原町立狭野保育所
園児数　  ２７名

職員数　　  ９名

高原町立後川内保育所
園児数　  １３名

職員数　　  ７名

※園児数・職員数…８月１日時点
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　　　　5月8日（日）宮崎県総合運動公園にて第２１回宮崎県障がい者スポーツ大会が行われました。

　　本町からは、高原町身体障害者福祉協会の会員2名が、フライングディスク（アキュラシー５ｍ）

　皆さん和気あいあいでプレーされ、笑顔のあふれる予選会となり、

高原町老人クラブ連合会活動報告
　高原町老人クラブ連合会は、会員同士の更なる交流と親睦を深めるための「交流活動」

に取り組んでいます。

　今年も9月11日に開催予定の老人クラブ連合会主催のゲートボール、グラウンド・ゴルフ

大会に向け、各校区において予選会が開かれました。

　　

それぞれいい汗を流されていました。

高原町身体障害者福祉協会活動報告

　　競技に出場しました。当日は、天気にも恵まれ久しぶりの屋外でのスポーツ大会ということで、

　　お二方とも楽しんで競技されていました。

第２１回宮崎県障がい者スポーツ大会入賞者

中嶋一郎さん
Ａ－６サイト
第1位　

鳥越トヨ子さん
Ａ－１サイト
第3位　

　高原町老人クラブ連合会は、会員同士の更なる交流と親睦を深めるための「交流活動」

に取り組んでいます。

　今年も９月11日に開催予定の老人クラブ連合会主催のゲートボール、グラウンド・ゴル

フ大会に向け、各校区において予選会が開かれました。

　皆さん和気あいあいでプレーされ、笑顔のあふれる予選会となり、

それぞれいい汗を流されていました。

　５月８日（日）宮崎県総合運動公園にて第21回宮崎県障がい者スポーツ大会が行われました。

本町からは、高原町身体障害者福祉協会の会員2名が、フライングディスク（アキュラシー５ｍ）

競技に出場しました。当日は、天気にも恵まれ久しぶりの屋外でのスポーツ大会ということで、

お二方とも楽しんで競技されていました。
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催開の祭霊慰同合者没戦町原高　回４　　催開の会事理①　

００：１１～００：０１）金（日５月１１年３和令　：　日 　期　回３　　催開の会員議評②　

ルーホ武神　館みえほほ　：　所 　場　　動運強増員会協社③　

名７６　：　者列参　　　員会般一　　　

彰顕霊英　：　容 　内　　　員会助賛　　　 （参列者全員による献花）

　　　※　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し規模縮小した。

　　④社会福祉団体活動支援

　　　　・民生委員児童委員協議会

　　　　・老人クラブ 　施実の式彰表者労功祉福会社町原高　会合連

３和令　：　日 　期　会協祉福者害障体身・　　　　 年１１月１７日（水）9：00～10：00

室修研中　館みえほほ　：　所 　場　会助協族遺・　　　　

内　プールグ芸工者齢高・　　　　    容　：　福祉功労顕彰

　　　　・赤十字奉仕団 　　　※　例年実施している、高原町総合福祉大会が中止となった

　　　　・ボランティア連絡協議会 　　　　　ことから、表彰式のみを実施した。

　　⑤火災見舞事業

　　　　火災被罹災家庭に対して寝具一式を支給する事業。 特例貸付　　　１０件

　　　　令和３年度　１件

受 託 金 収 入 10,284,182

会 費 ・ 寄 附 金 収 入 1,872,993

補 助 金 収 入 28,169,705

介 護 保 険 収 入 7,552,170

保 育 所 事 業 収 入 89,416,434

障害福祉サービス事業収入 2,917,620

そ の 他 の 収 入 3,191,933

前期末支払資金残高 13,183,661

収　入　合　計 156,588,698

区　　　　分 収　入　決　算 支　出　決　算 収　支　差　額

単位　：　円

人 件 費 支 出 105,862,393

事 業 費 支 出 11,560,805

事 務 費 支 出 20,867,961

そ の 他 の 支 出 4,480,121

支　出　合　計 142,771,280

単位　：　円

合　　　　計

1　法人運営事業 2　戦没者慰霊祭事業

２，９３７世帯　 ５８７，４００円

９２件　 ９２，０００円

3　地域福祉活動推進事業

4　生活福祉資金貸付事業

人件費支出

74%
事業費支出

8%

その他の支出

3%

令和3年度社会福祉事業収支決算書

（R3.4.1～R4.3.31）

詳細については、高原町社会福祉協議会
の掲示板に掲示しております。

令和3年度社会福祉事業報告

単位　：　円

会費・寄付金

収入 1%

補助金収入

18%

受託金収入

7％

介護保険収入

5％
保育所事業収入

57%

障害福祉サー

ビス事業

2%

その他の収入

2%

前期末支払資

金残高 8%

事務費支出

15%

13,817,418142,771,280156,588,698

【支出】

【収入】

（各事業合算額）
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　③福祉教育学習支援

を習学験体祉福び及和講祉福たしと象対を校学中、小　　金分配金募般一①　

に止防大拡症染感スルイウナロコ型新、がたいてし定予    　）者動活り守見（員絡連の愛・　　　

　　　・一人暮らし高齢者世帯　　　　 　　配慮し中止した。

　②歳末たすけあい配分金

　　・福祉施設配分　　

たっ合に態状のそてじ応に望要・見意の族家や人本　　　　　在宅福祉配分・　　

　 適切なサービスを受けられるように介護サービス計画を

 　作成した。　　　延べ件数　　１３３件

　①町民生活相談所、無料法律相談所

　　　町民生活相談を毎月第１、第３水曜日、無料法律相 13　訪問介護事業

業事護介問訪①。設開に日曜火３第月数偶

　　　開設日延べ　２８日　　相談件数　１６件 　　　介護の必要な利用者の家庭を訪問介護員が訪問し、

。たし施実を護介体身や助援事家　　　動活報広②　

　　　福祉サービスの情報、ボランティア情報及び社協の 　　　延べ利用者数　１３６名　延べ実施回数　１，１５７回

　　　活動情報等について区長会等を通じて提供し、 　 ②介護予防訪問介護事業

け受が援支の域地や族家居同を助援のへ援支立自　　　。たっ行を発啓祉福のへ民町　　　

　　　られない場合に訪問介護員によるｻｰﾋﾞｽを実施した。

　　　延べ利用者数　１４０名　　　延べ実施回数　７０７回

　貸付世帯数　　７件

　　在宅障がい者に対して家事援助や身体介助を実施した。

名２１　　数者用利　

15　生活支援体制整備事業

　　 高齢者の豊かな能力と技術を生かした民芸品の生産 　　①生活支援コーディネーター打ち合わせ会

　活動の場、並びに若者への技術の伝承を通して、親睦を 　　②中央・各地区茶飲み場訪問活動

　図り生きがいのある生活を過ごすことを目的とし、その推 ③お話相手事業（有償ボランティア）との意見交換等

　進を図った。陶芸部 ０回　　木工部 ９回 ④高原町地域ケア会議

　　　※　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、活動中止若しくは

　　　　　　自粛を余儀なくされた。

　　①中央・各地区茶飲み場の経理・運営サポート

　　②お話し相手事業の経理・運営サポート

　　障がいのある人が自立した日常生活又は社会生活を 　　③傾聴講座を開催し、傾聴ボランティア養成を行った。

　営むことができるよう日常生活を支え、抱える課題の解 　　　　　令和３年９月１７日（金）　　受講者９名

　決や適切なサービス利用に向けて支援を行った。 　　　　　令和３年１０月８日（金）　　受講者７名

　利用者数　　３５名

17　保育所事業

　  地域との連携を深め、乳幼児の健やかな発達をサポ

談相に軽気れらけ預をもど子てし心安、に共とるすトー　　動活日のアィテンラボ斉一下県① 　

。たっ行をり作境環るきで　）日（日９２月８年３和令　：　日　 期　　　

　　　場　 所　：　高原町内国道・県道・町道など 　　指定管理保育所（公立保育所３園）

　　　参加者　：　中止により参加者なし

　　　　※　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮し中止した。

　 ②災害ボランティアサポーター研修

　　　期 　日　：　令和４年１月２７日（木）

　　　場　 所　：　ほほえみ館　中研修室

　　　内　 容　：　当初ボランティア連絡協議会を対象として

　　　　　　　　　   実施予定であったが、県のまん延防止等

　　　　　　　　　　 重点措置に伴い、社協職員のみでの研修

　　　　　　　　　　 を実施した。

5　共同募金配分金事業

１５２件

４５６件

２０９件 12　居宅介護支援事業

狭野保育所 ２７名 ２８名

6　地域福祉等推進特別支援事業

７　助け合い資金事業

14　障害福祉サービス事業

8　日常生活自立支援事業

９　高齢者工芸センター管理受託事業

16　高齢者の生きがいと健康づくり事業

10　相談支援事業

11　ボランティアセンター支援事業

R３.３　園児数 R４.３　園児数

２３１件

広原保育所 ３３名 ２８名

後川内保育所 ９名 １０名

合　　計 ６９名 ６６名

延べ利用者数　　５０名　　　延べ実施回数　２６１回

談を
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受 託 金 収 入 14,885,000

会 費 ・ 寄 付 金 収 入 1,685,000

補 助 金 収 入 36,590,000

人 件 費 支 出 139,376,000

介 護 保 険 収 入 9,976,000

保 育 所 事 業 収 入 115,518,000

障害福祉サービス事業収入 3,255,000

そ の 他 の 収 入 4,621,000

収 入 予 算 合 計 186,530,000

　　　単位　：　円

事 業 費 支 出 18,663,000

事 務 費 支 出 21,228,000

そ の 他 の 支 出 7,263,000

支 出 予 算 合 計 186,530,000

　　　単位　：　円

会費・寄付金収入

1%

補助金収入

20%

受託金収入

8%

介護保険収入

5%

保育所事業収入

62%

障害福祉サー

ビス事業収入

2%

2%

人件費支出

75%
事業費支出

10%

事務費支出

11%

その他の支出

4%

社協の事業案内

【高原町地域見守りネットワーク事業】

令和4年度社会福祉事業予算書

（R4.4.1～R5.3.31）

【収入】

【支出】

　　　単位　：　円

その他の収入

　町内在住の支援が必要と思われる方への見守り活動を民間事業者の協力を得

ることで、更なる地域の安心・安全に繋げるための事業です。

　事業推進機関に警察・行政・民生委員も協定を締結していますので、事業者

の方にも安心して業務をしていただけます。

　ネットワーク事業に御協力いただける事業者をお待ちしております。

（各事業合算額）

詳細については、高原町社会福祉協議会

の掲示板に掲示しております。

区　　　　分 収入予算 支出予算 収　支　差　額

合　　　　計 186,530,000 0186,530,000
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な方々を対象とし、地域で安心して暮らせるよう福祉サービスの手続きや金銭管理

のお手伝いをしています。

社協からのお知らせ

高原町社会福祉協議会では、町内にお住まいの方を対象に、

無料の法律相談を実施しています。

困りごとに対し、弁護士が適切な助言を行います。

※ 相談はえびの・小林・高原会場での相談を合わせておひとり年３回までと

なっています。

・相談日 偶数月の第３火曜日（祝祭日は除く）

・時 間 午後１時３０分～午後４時３０分（相談時間はおひとり３０分以内）

・場 所 高原町総合保健福祉センターほほえみ館

・要予約 高原町社会福祉協議会へ前日までに電話または窓口でお願いします。

高原町社会福祉協議会 TEL：４２－２２３０

悩みごとがありましたら、お気軽になんでも御相談ください。

民生委員２名で対応いたします。

・相談日 毎月第１・３水曜日（祝祭日は除く）

・時 間 午前９時～正午

・場 所 高原町総合保健福祉センターほほえみ館

※予約は必要ありません。

傾聴ボランティア事業を行っています。

・対象者 ６５歳以上のひとり暮らし世帯や６５歳以上のみの

世帯で、茶飲み場等の活動へ参加できない方

・時 間 ２０～３０分

・料 金 無料

傾聴ボランティア２名で御自宅へ訪問し、日常生活での悩みや困り事の相談、健

康状態の確認等を行っています。

傾聴ボランティアに関して、ご不明な点がありましたら、高原町社会福祉協議会

までお問い合わせください。

高原町社会福祉協議会 TEL：４２－２２３０

認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者・何らかの原因で判断能力が不十分

借金・消費者被害・男女トラブル・労働・保険など身近な

社協からのお知らせ

傾聴ボランティア事業（お話ボランティア）

日常生活自立支援事業

無料法律相談

町民生活相談（無料）
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